仮作した もの も少く あるまい。 山陽な ど はどう もやり 

い たづ らぎ 

さうな リ。 竹 田になる とそん な 悪戯 気 は、 噓 にも あつ 

たと は 思 はれず。 返す返す も 竹 田 は 善き 人な り。 

「田 能 村 竹 田」 と 云 ふ 書 を 見たら、 前より 此の 人が 好き 

おほし ましら う ぶんごの くに 

になった。 この 書 は 著者 大島 支郎 氏、 売る 所 は 豊後国 

お ほいた ちう ぶんだ う 

大分の 本屋 忠文堂 (七月 二十日) 

奇聞 

こうじ やう でい リ 

大阪の 或る 工場 へ 出入す る 辨当屋 の 小娘 あり。 職 

ひとり ほほ な 

ェの 一人、 その 小娘の 頰を 舐めた るに、 忽ち 発狂した 



芭 



さるみ の ばせ を きょら い ほんてう 

又 猿簑を 読む。 芭蕉と 去来と 凡 兆との 連句の 中には、 

波瀾 老成の 所 多し。 就中 こんな 所 は、 何とも 云へ ぬ 

心 もちに させる。 

ふた はんび つ てう 

ゆかみ て 蓋の あはぬ 半櫃 兆 

さう あん うち せ を 

草庵に 暫く 居て は 打 や ふり 蕉 

せんじ ふ らい 

いのち 嬉しき 撰 集の さた 来 



ぞんぐ わ い 

世の中に は噓の やうな 話、 存外 ある ものな り。 皆 

を あないち いうて い 

小 穴 一遊 亭に 聞いた。 (七月 二十 三日) 



ばせ を 

たった 十七 字の 活殺 なれ ど、 芭蕉の 自由自在に は 恐 

れ 入って しま ふ。 西洋の 詩人の 詩な ど は、 日本人 故 わ 

からぬ せゐ か、 これ 程え らいと 思った 事な し。 まづ 

なるほど 

「成程」 と 云 ふ 位な 感心に 過ぎず。 されば 芭蕉の えら 

さな ども、 いくら 説明して やった 所が、 西洋人に はわ 

うち 

かる かどう か、 疑問の 中の 疑問な り。 (七月 十一 日) 

蜻蛉 

とんぼ ゐ はねよ 

蜻蛉が 木の 枝に とまって 居る の を 見る。 羽根が 四 枚 

平に 並んで ゐ ない。 前の 二 枚が 三十 度 位 あがって ゐ 



る。 風が 吹いて 来たら、 その 羽根で 調子 を 取って ゐた。 

木の 枝 は 動け ども、 蜻蛉 は 去らず。 その 儘悠々 と 動い 

なま 

て 居る。 猶 よく 見る と、 風の 吹く 強弱に つれて、 前の 

羽根の 角度が 可成 いろいろ 変る。 色の 薄い 赤蜻蛉。 木 

の 枝は枯 枝。 見た の は 崖の 上な り。 (八月 十八 日 青 根 

温泉に て) 

子供 

子供の 時分の 事 を 書きた る 小説 はいろ いろ あり。 さ 

れど 子供が 感じた 通りに 書いた もの は 少し。 大抵 は 



おとな 

大人が 子供の 時 を 回顧して 書いた と 云 ふ 調子な り。 そ 

の 点で は James Joyce が 新機軸 を 出した と 云 ふべ し。 

、、ノ ョィス の A ^-o^^ of the >^^OT^ as ひ YounTO 

Man は、 如何にも 子供が 感じた 通りに 書いた と 云 ふ 

風な り。 或は 少し 感じた 通りに 書き 候 と 云 ふ 気味が 

あるか も 知れず。 され ど 珍品 は 珍品な り。 こんな 文章 

ほか ひと リ い 

を 書く 人 は 外に 一 人 も あるまい。 読んで 好い 事 をした 

リと思 ふ。 (八月 二十日) 

十 千万 堂 日録 



とちまん だう にちろく こうえ ふ しょで し 

十 千万 堂 日録 一月 二十 五日の 記に、 紅葉が 諸 弟子と 

しらん ぼ くだ リ ふうえ ふ いっすん 

芝 蘭簿の 記入 を 試む 条 あり。 風 葉 は 「身長 今 一 寸」 を 

しゅんえ ふ 

希望と し、 春 葉 は 「四十 迄 生きん 事」 を 希望と し、 紅 

葉 は 「欧洲 大陸に マァ ブルの 句 碑 を 立つ」 を 希望と す。 

さいい う き 

更に 又 春 葉 は 書籍に 西遊記 を 挙げ、 風 葉 は 「あらゆる 

字引 類」 を 挙げ、 紅葉 はェン サイ クロ ピ ディア を挙 ぐ。 

しょで し すこぶる 

紅葉の 好み、 諸 弟子に 比 ぶれば、 頗 西洋 かぶれの 気 

味 あり。 され ど その 嫌味なる 所に、 返って 紅葉の 器量 

うか か 

の大が 窺 ひ 知られる やうな 心 もちが する。 

それから 又 二十 三日の 記に、 「此夜 (八) の 八 を 草し 

て 黎明に 至る。 終に 脱稿せ ず。 たうと きもの は 寒夜の 



炭 ご と あり。 何となく 嬉しき くだりな り。 (八) は 

こんじき やしゃ 

金色 夜叉の (八)。 (八月 二十 一 日) 

隣室 

「姉さん。 これ 何？」 

「ゼン マイ ご 

「ゼン マイ 珈琲って これから 斿 へ るんで せう ご 

「お前さん 莫迦ね。 ちっと 黙って いらっしゃいよ。 そ 

んな事 を 云つ ちゃ、 私 が きまり悪くなる ぢ やな い の。 

げんま い 

あれ は 玄米 珈琲よ ご 



しまい ふたり 

姉 は 十四 五 歳。 妹 は 十二 歳の 由。 この 姉妹 二人とも 

スケッチ. ブック を 持って 写生に 行く。 雨降りの 日 は 

ひん 

互に 相手の 顔 を 写生す るな り。 父親 は 品の ある 五十 

が つ かう ゑ た しな 

恰好の 人。 この 人 も 画の 嗜 みあ りげ に 見 ゆ。 (八月 二 

十一 一日 青 根 温泉に て) 

若さ 

もく ベい い つ くろ はぶた へ ぜいたく 

木 米 は 何時も 黒 羽二重 づ くめな りし 由。 これ 贅沢に 

似て、 反って 徳用な りと 或 人 云へ り。 その 人 又 云 ひし 

もく ベ い 

は、 され ど われら 若き もの は、 木 来の 好みの 善き こと 



も 重々 承知 はして ゐれ ど、 黒 羽 一 一重 づく めになる 前に、 

もっと いろいろの 事 をして 見たい 気 ありと。 この 言葉 

あ はま 

は そっくり 小説 を 書く 上に も 当て 嵌る やうな り。 どう 

ぁリが た おぼろ 

云 ふ 作品が 難 有き か、 そんな 事 は朧げ ながら わかつ 

てゐれ ど、 一 図に その 道へ 突き進む 前に、 もっとい ろ 

い ろな 行き方 へ も 手 を 出したい 気少 からず。 こ は 偸安 

と 云 ふよりも、 若き を 恃む心 もちなる べし。 この 心 も 

ちに 安住す る は、 余り 善い 事で はない かも 知れず、 云 

はば 芸術 上の 蕩子 ならん か。 (八月 二十 三日) 

二 知 is 



ちじ やう しゃじん ばう ちう 

男女の 痴情 を写尽 せんとせば、 どうしても 房中の 事 

に 及ば ざ る を 得ず。 され どこ は 役人 の 禁ずる 所な り。 

故に 小説家 は 最も 迂遠な 仄筆を 使って、 やっと 十の 八 

ゑが きんべ いばい ここん 

九 を 描く 事と なる。 金 瓶 梅が 古今 無双の 痴情 小説た る 

ゆ «J ん ふる 

所以 は、 一 つに はこの 点で も 無遠慮に 筆を揮った 結果 

なるべし。 あれ 程で なくと も、 もう 少し 役人が やか ま 

しくなければ、 今より 数等 深みの ある 小説が 生まれる 

ならん。 

きんべ いばい 

金 瓶 梅 程の 小説、 西洋に 果して あり や 否や。 ピエ 

ル • ルイの Aphrodite など も、 金 瓶 梅に 比 ぶれば、 子 



おもちゃ もっと 

供の 玩具 も 同じ 事な り、 尤も 後者 は 序文に ある 通り、 

げ うよくし ゆぎ ふ つ が ふ 

楽 欲 主義と 云 ふ 看板 も あれば、 一 概に 比ぶ る は 不都合 

なるべし。 (八月 二十 三日) 

うしろ ひのき 

後の 山の 竹 藪 を 遠くから 見る と、 暗い 杉 や 檜の 前 

ふさふさ うまう 

に、 房々 した 緑が 浮き 上って 居る。 まるで 鳥の 羽毛の 

こしら いうく わう なん 

やうに なり。 頭の 中で 斿 へた 幽 篁と か 何とか 云 ふ 気 

はしない。 支那 人 は 竹が 風に 吹かる る さま を、 竹 笑と 

名 づける 由、 風の 吹いた 日 も 見て ゐ たが、 一 向 竹 笑ら 



しい 心 もち 起らず。 又 霧の 深い 夕方 出て 見たら、 皆 ぼ 

ん やり 黒く 見える 所、 平凡な 南画 じみて つまらな かつ 

た。 それより 竹 藪の 中には ひり、 竹の 皮の むけた のが、 

ぐ あ ひ そ こ なめく ぢ は 

裏 だけ 日の 具合で 光る の を 見る と、 其処らに 蛞蝓が 這 

ぶ き み 

つて ゐ さうな、 妙な 無気味 さ を 感ずる ものな り。 (八 

月 一 一十 五日 青 根 温泉に て) 

貴族 

貴族 或 は 貴族 主 義 者が 思 ひ 切って うぬぼれられない 

また か はや のぼ 

の は、 彼等 も 亦 われら 同様、 厠に 上る 故なる べし。 さ 



もなければ 何処の 国で も、 先祖 は 神々 の やうな 顔 をす 

だい さんきん かうたい とじ 

るか も 知れず。 徳川 時代の 大 諸侯 は、 参覲 交代の 途次 

リょ しゅく かならず だいきょう たる 

旅 宿へ とまると、 必 大恭 は砂づ めの 樽へ 入れて、 

後へ 残さぬ やう に 心がけた 由。 その 話 を 聞かされたら、 

彼等 もこの 弱点 に は 気づ いて ゐ たと 云 ふ 気がしたり。 

これ を もっと 上品に 云へば、 ニイ チェが 「何故 人 は 神 

うんぬん 

だと 思 はない かと 云 ふと、 云々」 の 警句と 同じに なつ 

てし まふ だら う。 (八月 二十 六日) 

井月 



しんしう いな せいげつ こじき たくらく 

信 州 伊那の 俳人に 井月と 云 ふ 乞食 あり、 拓落 たる 道 

リ やうく わん しも じまくう こく 

情、 良 寛に 劣らず。 下 島 空谷 氏が 近来 その 句 を 蒐集 

きゃく 

して ゐる。 「朝顔に 急がぬ 膳 や 残り 客」 「ひそひそと 

れ う ほた あか 

何 料理る やら 搰 明り」 「初秋の 心づ かひ や 味噌 醬油」 「大 

おちぐ リ 

事が る 馬の 尾づ つや 秋の 風」 「落 栗の 座 を さ だむ る や 

X/, ま まま ゴさ 

窪た まリ」 (初めて 伊那に 来て) 一鬼 灯の 色に ゆるむ や 

な は てんぱう よ 

畑の 緦」 等、 句 も 天 保 前後の 人に して は、 思 ひの 外 好 

い。 辞世 は 「何処 やらで 鶴の 声す る 霞 かな」 と 云 ふ 由 _ 

うら つまびら か 

憾 むらく は その 伝 を 詳 にせず。 唯 犬が 嫌 ひだった 

さう だ。 (九月 十日) 



の 芽 を 吹く は 百日紅よりも 早き やうな り。 朝寝 も 好き 

なら 宵寝 も 好きなる 事、 百日紅の 如き は 滅多になし。 

自分 は 時々 この 木の 横着なる に、 人間 同様 腹 を 立てる 

事 あり。 (九月 十三 日) 

大作 

かめ を 

亀 尾 君 訳 エッケ ルマンの ゲェテ 語録の 中に、 少壮の 

士の 大作 を 成す は 労 多くして 功少 きを 戒めて やまざる 

一段 あり。 蓋 ゲェテ 自身 ファウスト など を 書かん と 

して、 懲り懲りした 故なる べし。 思へば トルストイ も 



たちまち 

ら、 ゲェテ の 忠告 も 聞えぬ やうに、 忽 いきり 立って 

しま ひさうな 気がする。 (九月 二十 六日) 

水怪 

かっぱ やなぎ だくに を さんたう みん たんし ふ 

河童の 考証 は 柳 田 国 男 氏の 山 島 民譚集に 尽 して ゐる。 

御 維新 前 は 大.， 根 河岸 の 川に もや はり 河童が 住んで ゐた。 

くわん ぜ じんみ ち き やう じ や 

観 世 新路の 経師屋が あの 川へ 障子 を 洗 ひに 行って ゐる 

うしろ だ むやみ 

と、 突然 後よ リ 抱きつきて、 無暗に くすぐ リ 立てる も 

の あり。 経師屋 閉口して、 仰向けに 往来へ ころげたら、 

河童 一 匹 背中 を 離れて、 川へ どぶん と 飛び こみし 由、 



のちまん ねんば し みなそこ 

幼時 母より 聞きし 事 あり。 その後 万年 橋の 下の 水底に、 

お ほひ ご ひ うは さ 

大 緋鯉が ゐ ると 云 ふ 噂 ありし が、 どうな つた か 詳し 

あづまばし 

く は 知らず。 父の 知人に 夜釣りに 行ったら、 吾妻橋よ 

り 少し 川上で、 大きな すつ ぼんが 船のと もへ、 乗り か 

かるの を 見た と 云 ふ 人 あり。 そのす つぼん の 首 太き 事、 

鉄瓶の 如しと 話して ゐた。 東京の 川に もこん な水怪 t 

ゐ なか なほ いまだ あし 

多し。 田舎へ 行ったら 猶の事、 未に 河童が 芦の 中で、 

すま ふ たまたまい ちいうて い 

相撲な どと つて ゐる かも 知れない。 偶 一遊 亭 作る 所 

か はたらう どくしゃくの づ しる 

の 河太郎 独酌 之 図 を 見た から、 思 ひ 出した 事 を 記しと 

どめる。 (九月 三十日) 



つた。 され ど 下 根の 衆生と 生まれた から は、 やはり 

辛抱 専一に 苦労す る 外 は あるまい と 思 ふ。 (十月 三日) 

一三 ロニ 11n 

Ars longa, vita brevis を 訳して、 芸術 は 長く 人生 は 

短し と 云 ふ は 好い。 が、 世俗が この 句 を 使 ふの を 見る 

わざ あら は 

と、 人 亡べ ども 業顕 ると 云 ふ 意味に 使って ゐる。 あ 

れは 日本人 或は 日本の 文士 だけが 独り合点の 使 ひ 方で 

ある。 あの ヒ ポク ラテ エスの 第一 ァフォ リズムに は、 

さう 云 ふ 意味 はは ひ つ て 居らぬ。 今の 西 人が この 句 を 



と 出たら めの 気焰を 挙げて ゐ てはいけ ぬ。 そんな 事で 

はいくら 威張っても、 銜 学の 名に さへ 価せ ぬで はない 

い たづら みづか 

か。 徒 に 人に 教 へたがる より は、 まづ 自ら 教 へて 

来る が 好い。 (十月 五日) 

不朽 

そま つ よ 

人命に 限り あれば とて、 命 を 粗末に して 好い と は 限 

らず。 なる 可く 長生 をしょう とする の は、 人 各々 の 分 

別な り。 芸術 上の 作品 も 何時か は 亡ぶ のに 違 ひなし。 

ぐ わりよ く しょりよ く わう せうて い 

画 力 は 五 百年、 書 力 は 八 百年と は、 王世貞 既に これ 



然れ ども メリメ ェは 日に 新な り。 これ を 我 朝の 文学 

おうぐ わい 

に 見る も、 鷗外 先生の 短篇の 如き、 それらと 同時に 発 

表されし 「冷笑」 「うづ まき」 等の 諸 作に 比 ぶれば、 今 

きの ふ 

猶 清新の気に 富む 事、 昨日 校正 を 済まさせ たと 云 ふと 

さしつ か かって 

も、 差 支へ なき 位なら ず や。 ゾラ は嘗 文体 を 学ぶ に、 

ヴ オル テ エルの 簡を宗 とせず して、 ルッソ ォの 華を宗 

とせし を 歎き、 彼 自身の 小説が 早晚 古くなる べき を予 

おのれ 

言した る 事 ある 由、 善く 己 を 知れり と 云 ふべ し。 さ 

れど 前に も 書きし 通り、 文体 は 作品の すべてに あらず。 

文体の 妙 何 を 超越した る 所に、 作品の 永続性 を 求 むれ 

ば、 やはり その 深さに 帰着す るな らん。 「1 ^そ 事物の 



よ く をん たい 

能く 久遠に 垂 るる 者 は、 (中略) 切実の 体 ある を 要す」 

かいしう がくぐ わ へ ん 

(芥舟 学 画 編) と は、 文芸の 上に も 確 論 だと 思 ふ。 (十 

月 六日) 

思 ふに 流 俗なる もの は、 常に 前代に は 有用な りし 真 

しゅしゅ もっと ぜん 

理を株 守す る 特色 あり。 尤 も 一 時代 前、 一 一時 代 前、 或 

は 又 三時 代 前と、 真理の 古き に 従って、 いろいろの 流 

俗な きに あらず。 さらば 一 時代の 長さ 幾何 かと 云へば、 

これ は 時と 処 とに より、 一 概には 何年と 定め 難し。 ま 



づ 日本なら ば 一 時代 約 十 年と も 申すべき か。 而 して 普 

通 流 俗が 学問 芸術に 害 をな す 程度 は、 そ の 株 守す る 真 

理の 古さと 逆比例す る ものな り。 たと へば 武士道 主義 

者な どが、 今日 子供の 默 戯程も 時代の 進歩 を 害せざる 

は、 この 法則の 好例なる べし。 故に 現在の 文壇 にても、 

ぢん がさ やく かいもの 

人道主義の 陣笠 連 は、 自然主義の 陣笠 連より 厄介物た 

る を 当然と す。 (十月 七日) 

もく せ い 

木犀 

うし ごめ 

牛 込の 或 町 を 歩いて ゐ たら、 誰の 屋敷 か 知らないが、 



げす せっさい 

した。 今度 は 急に 下司な 気がした。 四 五日 後 折 柴と話 

せと えんにち もの 

して ゐ ると、 底に 穴 を 明けた 瀬戸の 火鉢へ、 縁日 物の 

もく せ い 

木犀 を植 ゑて 置いたら、 花 をつ けたと 云 ふ 話 を 聞かせ 

られ た。 さう したら 又 牛 込で 遇った 女の 事 を 思 ひ 出し 

た。 が、 下司な 気 は 少しもなかった。 (十月 十日) 

Butler の 説 

サム エル • バ トラ ァの 説に 云 ふ。 「モリ エルが 無智 

の 老嫗に 自作の 台本 を 読み聞かせ たと 云 ふ は、 何も 

老嫗の 批評 を 正しと したので はない。 唯 自ら 朗読す る 



じる に は、 おのれの 中に モリ エル その 人 を 感じて ゐな 

ければ 駄目で ある。 其処が 自分に は 難 有い 気がする。 

ロダンの 手記 なぞが 尊 いのも、 かう 云 ふ 所が 多い 故 だ。 

おもて 

二 千里 外に 故人の 面 を 見ようと 思ったら、 どうして 

みづか 

も 自ら 苦まねば ならぬ。 (十月 十九 日) 

今夜 

今夜 は 心が 平 かで ある。 机の 前に あぐらをか きなが 

と すす たいへい 

ら、 湯に 溶かした ブ ロチン を 啜って ゐれ ば、 泰平の 民 

の 心 もちが する。 かう 云 ふ 時 は 小説 なぞ 書いて ゐ るの 



ゐる内 は、 到底 思 ひ 切った 真似 は 出来さう もない な。 

もっと せんにん しゅくけ い をう 

尤も 仙人と 云 ふ 中には、 祝 鶏 翁の やうな 蓄産家 〔# 

くわく ぼく ぎょしょくか 

「蓄産 家」 は ママ〕 や 郭璞の やうな 漁色家が ある。 ああ 

云 ふ 仙人に はすぐ になれ さう だ。 しかし どうせなる 位 

なら、 俗な 仙人に はなりたくない。 横文字の 読める 若 

なほ さら ま っぴら ごめん 

隠居 なぞ は、 猶更 おれ は 真平 御免 だ。 そんな ものより 

は 小説家の 方が、 まだし も 道に 近い やうな 気がする。 

せん を たづね てい まだむ か はずへ きざんの かう すんで じんかん にある も だう じ やうた る 

「尋仙 未 向 碧山 行 住 在 人間 足 道 情」 かな。 

何だか 今夜 は 半可通な 独リ 語ば かり 書いて しまった。 

(十月 一 一十 日) 



置く が 好い。 自分 なぞ は それ も 怠って ゐ るが、 ドォデ 

てう しがな ほや 

ェには 確か 夢の 手記が あった。 わが 朝で は 志 賀直哉 氏 

に、 「ィ ヅク 川」 と 云 ふ 好 小品が ある。 (十月 二十 五日) 

日本画の 写実 

日本画 家が 写実に こだ はって ゐ るの は、 どう 考 へて 

も 妙な 気がする。 それ は 写実に 進んで 行っても、 或 程 

度の 成功 を 収められる かも 知れぬ。 が、 いくら 成功 を 

収めた にしても、 洋画 程 写実が 出来る 害 はない。 光 だ 

の、 空気 だの、 質量 だのの 感じが 出した かったら、 



何故 さきに パレット を 執らな いの か。 且又 さう 云ふ感 

じ を 出さう とする の は、 印象派が 外 光の 効果 を 出さう 

よほど おもむき ちが ふつ じん 

としたのと は、 余程 趣 が 違って ゐる。 仏 人 は 一 歩 先 

へ 出た の だ。 日本画 家が 写実に こだ はるの は、 一歩 横 

はやみぎ よしう まひ こ ゑ 

へ 出ようと する の だ。 自分 は 速 水 御舟 氏の 舞妓の 画な 

ぞ に対すると、 如何にも 日本画に 気の毒な 気がする。 

昔芳 幾が 描いた 写真 画と 云 ふ 物 は、 あれと 類 を 同じく 

ひぞく か へ 

して ゐ たが、 求める 所が 鄙 俗な だけ、 反って あれ 程 

いやみ はなはだ 

嫌味 はない。 甚 失礼な 申し分ながら、 どうも 速 水 氏 

ぞんぐ わい 

や 何 かの 画 を 作る 動機 は、 存外 足 もとの 浮いた 所が 

多 さう に 思 はれて ならぬ ので ある。 (十一月 一日) 



里 s 

はうた う 

一 時 は 放蕩 さへ 働けば、 一 かど 芸術が わかる やうに 

思 ひ 上った 連中が ある。 この頃 は 道義と 宗教と を談ず 

ばせ を ひとの 

れば、 芭蕉 も レオナルド • ダ • ヴ インチ も 一 呑みに 呑 

みこみ 顔 をす る 連中が ある。 ヴ インチ は 兎も角も、 芭 

蕉 さへ 一通り 偉 さが わかる やうになる の は、 やはり 相 

まっせ 

当の 苦労 を 積まねば ならぬ。 ことによると 末世の 我々 

しにみ ひそ のち ゑと く 

に は、 死 身に 思 ひ を 潜めた 後で も、 まだ 会得され ない 

芭蕉の 偉 さが 残って ゐる かも 知れぬ 位 だ。 ジ アン • ク 



リス トフの 中に、 クリストフと 同じ やうに ベ エト オフ 

ェン がわ かると 思って ゐる 俗物 を 書いた 一 節が ある。 

わかる と 云 ふ 事 は 世間が 考 へる 程、 無造作に 出来る 事 

ではない。 何事 も 芸道に 志した から は、 わかった 上に 

かんじん 

も わからう とする 心がけが 肝腎な やう だ。 さもないと 

や こ たまたま 

野 狐に 堕して しま ふ。 偶 電気と 文芸 所載の 諸家の 芭 

まんらん づ ざん 

蕉 論の 中に、 一二 孟浪 杜撰の 説 を 見出した 故に、 不平 

の あまり 書きと どめる。 (十 一 月 四日) 

茶釜の 蓋 置き 



け ふかと り ほづま ふた 

今日 香 取秀真 氏の 所に ゐ たら、 茶釜の 蓋 置き を 三 つ 

ごとく 

見せて くれた。 小さな 鉄の 五徳の やうな 物で ある。 そ 

れが 三つと も 形が 違 ふ。 違 ふ と 云った 所が 五徳 同様 故、 

三本の 足と 環との 釣合 ひが、 僅に 違って ゐ るに 過ぎ 

ない。 が 三つと も 明らかに 違 ふ。 見て ゐれば 見て ゐる 

程 t 愈 違 ひが 甚 しい。 一 つ は 荘重な 心 もちが する。 一 

き しゃだつ 

つ は 気の利いた、 洒脱な 物で ある。 最後の 一 つ は 見る 

に堪 へぬ。 これ 程 簡単な 物に もこれ 程 出来の 違 ひが あ 

るかと 思ったら、 何事 も 芸道 は 恐し い 気がした。 一 刀 

ほとけ 

一 拝の 心 もちが 入る の は、 仏 を 刻む 時ば かりで ない 

と 云 ふ 気がした。 名人の 仕事に 思 ひ 比べれば、 我々 の 



ことごとく ふんせ う 

書き残した 物 なぞ は、 悉 焚 焼しても 惜しく はない 

と 云 ふ 気がした。 考 へれば 考 へる 程、 愈 底の 知れな 

くなる もの は 天下に 芸道 唯一 つで ある。 (十一月 十日) 

西洋人 

ちゃわん く 

茶碗に 茶 を 汲んで 出す と、 茶 を 飲む 前に その 茶碗 を 

かじゃう さはん 

見る。 これ は 日本人に は 家常 茶飯に 見る 事 だが、 西洋 

めった n ォヒィ 

人 は 滅多 にやらぬ らしい。 「結構な 珈琲 茶碗で w J ざ い 

ます」 などと 云 ふ 言葉 は、 西洋 小説 中に も 見えぬ やう 

である。 それだけ 日本人 は 芸術的な のか も 知れぬ。 或 



こまか 

は それだけ 日本人の 芸術 は、 細い 所に も 手が とどく 

のか も 知れぬ。 リイ チ氏 なぞ は 立派な 陶工 だが、 皿 や 

茶碗の 仕事 を 見る と、 裏に は 心が は ひ つ て 居らぬ やう 

だ。 これ なぞ も 誰か 注意 さへ すれば、 何でもない 事 だ 

と は 云 ふ ものの、 其処に 争 はれぬ 西洋人 を 感ずる やう 

な 心 もちが する。 (十 一 月 十日) 

粗密と 純 雑 

そみつ 

粗密 は 気質の 差に よる ものである。 粗 を 嫌 ひ 密を喜 

おのおの よ 

ぶの は、 各 好む 所に 従 ふが 好い。 しかし 粗密と 純 雑 



の 好み を 云へば、 一致し ない 点が 多い かも 知れぬ。 が、 

かならず 

純 雑 を 論ずれば、 必 しも 我等 は 他人で はない。 (十 

一 月 十二 日) 

(大正 九 年) 
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